
【コラム】よろしくお願いします。(弁護士　宮本澄香)
はじめまして、２０２２年１２月より埼玉総合法律事務所に入所いたしました、弁護士の宮本澄香（みやもとすみか）と申します。

フレッシュ新人弁護士としてご挨拶したいのですが、社会人経験を経て弁護士となったため、既に３０歳をいくつか過ぎており、初々しさ
を前面に出してご挨拶するにはややはばかられる面があります。

出身は京都ですが、物心つかない内に奈良に移り、その後は北海道（札幌）、東京、そして埼玉と移り住んできました。
「都」「道」「府」「県」と名の付く場所に、少なくとも一度は住んだことがあるというのが、密かな自慢です。

私は、大学卒業後、約５年間障害者福祉施設（就労支援施設）の支援員を務めていました。社会福祉士及び公認心理師の資格も保有してい
ます。

前職の仕事は、弁護士業とは全く違う分野と言われることも多いのですが、対人支援職という点では共通する部分が多いと感じています。
アプローチの方法は違えども、ご依頼者の方と対話しながら、人生を前に進めるお手伝いをするという点において、両者には似た部分があ
るのではないでしょうか。

前職の経験もあり、障害者の権利問題や、ひきこもり問題等に興味があります。
また、学生時代は美術部に所属しており、美術への興味関心から著作権関連事件も積極的に引き受けていきたいと考えています。
とはいえ、新人時代には一つの分野に拘らず、多様な事件に関わることで成長していきたいと思います。
今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。
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日々勉強です
初めまして、昨年12月に埼玉総合法律事務所に入所しました。弁護士の宮本澄香と申します。よろしくお願いいたします。
弁護士としての業務を開始して早3カ月が経とうとしていますが、日々新しい発見・学びの連続で、やりがいを持って業務に取り組めてい
ると感じます。

さて、弁護士は、法科大学院や司法修習で学ぶ中で、法律や訴訟手続に関する一通りの知識を身につけてはいますが、経験の浅い内はまだ
まだ未知の法分野も多いというのが実状です。そこで、経験不足をカバーするため、業務終了後に研修に参加したり、日弁連が弁護士向け
に提供しているe-ラーニング講座を視聴するなどして、未知の分野の知識を身に付けられるようにしています。

https://saitamasogo.jp/archives/91211
https://www.shakyo.or.jp/guide/shikaku/setsumei/01.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116049.html
https://saitamasogo.jp/miyamoto_sumika
https://saitamasogo.jp/archives/90453
https://www.nichibenren.or.jp/


私が目下勉強中なのは労働法です。これまで労働法を学ぶ機会のなかった私ですが、事務所で労働事件を扱うことも多いため、今になって
慌てて勉強しています。
労働法を学んでいると、これまでのアルバイト経験や前職会社員時代の出来事を思い返して、「あれは違法だったのでは？」という考えが
頭をよぎることもあります。残念ながら、従業員に対して違法な働き方を強いる企業や団体は未だ少なくないのが現状です。

自身の弁護士としての活動が、そのような労働環境改善の一助となればと思いつつ、今日も事件に取り組んでいます。
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